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学校教育目標　『国際社会にたくましく生きる　大富っ子の育成』 

　　　『大富小運動会』　～Never give up！心を一つに全力疾走！～ 
 

　5月２７日（土）、晴天の下、令和５年度「大富小運動会」が開催されました。 
　子どもたちは、テーマに掲げたとおり、あきらめずに全力で各組の優勝を目指して競技し、大富っ子の絆が
さらに深まる行事となりました。 
　ここで、この大冨小運動会をリードした各組団長の「運動会を終えて」の感想を掲載します。 
 
 　　　　　　　　　　　赤組団長　青地　郁海 　　　　　　　　　　　白組団長　菊池　雄信  
 　 　  
 　小学校生活で最後の運動会で 　ぼくは、念願の応援団長をやり遂げ  
 す。ぼくは、赤組の応援団長にな て、とてもいい気持ちです。運動会を  
 りました。団長として「白組には 終えて思うことは、練習や準備が大変  
 絶対負けないぞ！」という気持ち だと思うこともありましたが、みんな  
 をこめて、日々の応援の練習を積 で取り組んで達成することができまし  
 み重ねてきました。 た。また、応援練習の時、声があまり  
 　今年のお富小運動会のスローガ 出なくなってしまっても仲間が支えて  
 ンは「ネバーギブアップ～心を一 くれました。夢がかなってとてもうれ  
 つに全力疾走～」です。運動会当 しい気持ちになりました。保護者の方  
 日は、赤組の勝利のために、ネバ や先生、大富小のみんなへの感謝の気  
 ーギブアップの精神で一人一人が大きな声を出しま 持ちでいっぱいです。  
 した。また、赤組みんなで助け合い、支え合いなが 　最後に来年の応援団に、「緊張せず、楽しくいい  
 ら全力で応援しました。その結果、応援合戦は、赤 声で頑張ろう。フレーフレー大富！」とエールを送  
 組が勝利しました。 りたいです。みんなのお手本になれていたらうれし  
 　ぼくは、とてもうれしくてたまりませんでした。 いです。団長を務めさせていただき、本当にありが  
 団長をやってよかったです。 とうございました。  

  
 令和５年度　大富小運動会結果  
   ◇総合優勝　白組　　◇全校紅白リレー　赤組（黄ビブス）　　◇応援賞　赤組  
 
【感謝】 
　ＰＴＡ役員の皆様を中心に保護者の皆様の御協力により素晴らしい環境のもと、運動会を実施できたことに
感謝申し上げます。 
【感激】【感動】 
　子どもたちが、各競技ともあきらめることなく、全力でプレーしている姿に感激しました。そして、最後に
行った、紅白それぞれの思いをぶつけた応援合戦や、仲間を信じて走り抜けた全校紅白リレーに感動しました。 
 
　保護者の皆様、「大富っ子」のみなさん、「感謝・感激・感動」をありがとうございました。 
　教職員一同、運動会で得た成果を今後の学校生活に生かし、お子さんの成長へとつなげていきます。　　　　

『児童の活躍』  『家庭教育』ここがポイントⅡ 
◇山武市陸上競技記録会 　千葉県教育委員会から出されている 
　　５月１６日（火）、山武市陸上 チェックリストを活用して家族のコミ 
　競技記録会が開催されました。選手全員、持てる力 ュニケーションについて考えてみてく 
　を発揮しました。ここで、入賞者を紹介します。 ださい。 

   
【６年男子】       　  ☆「家族でチェック」 
　８０ｍハードル ４ 位 　畑　　結真  １ 話は、顔を見ながら最後まで聴いている。
 ５ 位 　浅野　永羽  ２ 子どもの身体や行動に現れるサインに気をつけ 
　走り幅跳び ７ 位 　畑　　結真  ている
　走り高跳び ６ 位 　浅野　永羽  ３ よくない行動を叱り、よい行動をほめている。
　リレー ８ 位   ４ できるだけ家族で食事をとるようにしている。
【６年女子】 　     ５ 相手を思いやり感謝の気持ちをもって接して 
　１００ｍ ４ 位 　椎名　　葵  いる。
 ８ 位 　梶　すずの  ６ 家族で日々の会話を増やし、絆を深めている。
　１５０ｍ ６ 位 　梶　すずの  ７ 子育てに悩んだ時、相談できる人がいる。
　ソフトボール投げ ４ 位 　鈴木　優花  ８ 子どもにとって安らぐ居場所になっているか家
　リレー ７ 位   庭を見つめ直している。
【５年男子】 　　   
　１００ｍ ３ 位 　鳥井　　珀 　そばにいるだけでは、お互いの心の中はわかりにくい
　８０ｍハードル ２ 位 　鳥井　　珀 ものです。子どもが「愛されている」と実感できるよう
　リレー ５ 位 なコミュニケーションをとれるとよいです。

   


